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②
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約
文
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に
つ
い
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は
じ
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に
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権
利
と
平
等
ー

　
第
二
次
大
戦
中
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
大
量
虐
殺
は
、

こ
の
よ
う
な
『
暴
政
』
の
『
最
終
的
破
壊
』
を
連
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合
諸
国
に
誓
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
大
西
洋
憲
章
”
英
米
共
同
宣
言
〔
一
九
四
一
年
八
月
大
西
洋
上
で
署
名
、
同
年
八
月
一
四
日
発
表
〕
第

六
項
参
照
）
が
、
そ
の
連
合
諸
国
が
勝
利
を
得
た
結
果
、
個
人
に
つ
い
て
、
そ
の
保
護
や
基
本
的
人
権
の
保
障
が
、
に
わ
か
に
、
戦
後
の
国
際

法
の
新
し
い
課
題
と
し
て
、
ク
ロ
ー
ス
・
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
当
初
、
連
合
諸
国
が
、
ナ
チ
ス
政
権
打
倒
の
後
に
確
立
さ
れ
る
べ
き
『
理
想
の
平
和
』
と
し
て
考
え
た
『
平
和
』
と
は
、
ど
の

よ
う
な
『
平
和
』
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
前
出
の
英
米
共
同
宣
言
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、　

「
両
者
（
連
合
王
国
総
理
大
臣
・
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
S
・
チ
ャ
ー
チ
ル
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
D
・
ル
ー
ズ
ベ

　
ル
ト
）
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
て
、
各
自
の
国
境
内
に
お
い
て
安
全
に
居
住
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
か
つ
、
す
べ
て
の
国
の
人
類
が

　
恐
怖
及
び
欠
乏
か
ら
解
放
さ
れ
て
そ
の
生
命
を
全
う
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
よ
う
な
平
和
」
「
が
確
立
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
」

と
あ
る
部
分
の
『
平
和
』
が
そ
れ
で
あ
る
（
第
六
項
）
。
換
言
す
れ
ば
、
米
・
英
の
両
首
脳
は
、
そ
の
国
境
内
で
、
す
べ
て
の
国
民
に
対
し

て
、
①
安
全
に
居
住
す
る
手
段
を
供
与
し
、
②
恐
怖
と
、
③
欠
乏
と
か
ら
解
放
さ
れ
、
④
そ
の
生
命
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
社
会
こ
そ
が
ー
す
な
わ
ち
、
人
権
の
効
果
的
な
国
際
保
障
の
あ
る
社
会
こ
そ
が
　
　
『
国
際
平
和
と
発
展
の
基
本
的
条
件
』
だ
と
い
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
翌
、
一
九
四
二
年
一
月
一
日
、
今
度
は
、
当
時
、
枢
軸
国
と
戦
闘
状
態
に
あ
っ
た
二
六
ヵ
国
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
、
即
日
効
力
を
発
生
し
た

『
連
合
国
共
同
宣
言
』
（
後
に
一
二
ヵ
国
の
参
加
を
得
て
、
当
事
国
数
は
、
台
湾
（
中
華
民
国
）
を
含
み
、
四
七
ヵ
国
と
な
る
）
が
、
先
の
大

西
洋
憲
章
に
示
さ
れ
た
米
英
両
首
脳
の
『
目
的
及
び
原
則
に
関
す
る
共
同
綱
領
書
』
に
賛
意
を
表
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
す
な
わ
ち
、

　
「
こ
の
宣
言
の
署
名
国
政
府
は
、

　
　
各
政
府
の
敵
国
に
対
す
る
完
全
な
勝
利
が
、
生
命
、
自
由
、
独
立
及
び
宗
教
的
自
由
を
擁
護
す
る
た
め
並
び
に
自
国
の
領
土
及
び
他
国
の
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領
土
に
お
い
て
人
類
の
権
利
及
び
正
義
を
保
持
す
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
並
び
に
、
こ
れ
ら
の
政
府
が
、
世
界

　
を
征
服
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
野
蛮
で
獣
的
な
軍
隊
に
対
す
る
共
同
の
闘
争
に
現
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
…
…
…
」
　
（
第
二
項
）

て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
連
合
諸
国
の
こ
の
よ
う
な
『
確
信
』
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
社
会
に
お
け
る
『
平
和
と
人
権
と
の
強
い
結
び
つ
き
』
の
底
流
と

な
り
、
基
本
的
人
権
の
国
際
保
障
と
い
う
、
新
し
い
法
制
度
を
築
く
基
礎
と
な
っ
た
こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
に
し
て
も
、
第
二
次
大
戦
後
に
制
定
さ
れ
た
、
基
本
的
人
権
の
国
際
保
障
に
か
か
わ
り
、
採
択
さ
れ
た
諸
文
書
（
条
約
、
宣
言
、
決
議
、

勧
告
な
ど
）
の
数
、
設
け
ら
れ
た
保
障
制
度
の
発
展
に
は
、
ま
さ
に
、
目
を
見
は
ら
せ
る
も
の
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
書
い
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ほ
ぽ
、
察
し
が
つ
く
こ
と
と
思
う
が
、
第
二
次
大
戦
に
お
い
て
、
連
合
諸
国
が
重
視
し

て
い
た
基
本
的
人
権
と
は
、
あ
る
い
は
「
政
体
を
選
択
す
る
す
べ
て
の
国
民
の
権
利
」
（
英
米
共
同
宣
言
第
二
項
）
で
あ
り
、
「
各
自
の
国
境
内

に
安
全
に
居
住
す
る
権
利
」
（
同
前
）
で
あ
り
、
「
恐
怖
及
び
欠
乏
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
そ
の
生
命
を
全
う
す
る
権
利
」
（
同
前
）
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
四
五
年
の
六
月
二
六
日
、
国
際
連
合
憲
章
が
署
名
さ
れ
、
新
し
い
国
際
組
織
が
発
足
し
た
時
、
こ
の
組
織
の
当
事
国

が
、
こ
の
文
書
の
中
で
、
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
触
れ
た
部
分
は
、
前
文
第
二
項
の

　
「
基
本
的
人
権
と
人
問
の
尊
厳
及
び
価
値
と
男
女
及
び
大
小
各
国
の
同
権
と
に
関
す
る
信
念
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
、
」

と
あ
る
部
分
を
除
け
ば
、

　
そ
の
多
く
の
部
分
で
は
、
　
『
平
等
』
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
な
規
定
を
設
け
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
よ
う
に
『
平
等
』
に
保
障
さ
れ
る
べ
き

『
権
利
』
自
体
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
別
の
条
約
に
ゆ
ず
ら
れ
て
い
た
。

　
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
、
憲
章
第
一
条
第
三
項
の

　
「
（
国
際
連
合
の
目
的
は
次
の
と
お
り
）
。

　
…
…
略
…
…
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3
．
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
又
は
人
道
的
性
質
を
有
す
る
国
際
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
並
び
に
人
種
、
性
、
言
語
又
は
宗

　
教
に
ょ
る
差
別
な
く
す
べ
て
の
者
の
た
め
に
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
尊
重
す
る
よ
う
に
助
長
奨
励
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
際
協
力
を
達

　
成
す
る
こ
と
。
」

　
と
い
っ
た
規
定
の
仕
方
が
憲
章
内
の
入
権
規
定
の
大
半
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
い
い
か
え
れ
ば
、
こ
の
形
式
の
条
文
に
お
い
て
は
、
『
助
長
奨
励
』
さ
れ
る
べ
き
『
人
権
及
び
基
本
的
自
由
』
は
、
具
体
的
に
特
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
『
人
権
及
び
基
本
的
自
由
』
の
『
尊
垂
σ
他
方
』
に
つ
い
て
、
「
入
種
、
性
、
言
語
又
は
宗
教
に
ょ
る
差
別
な
く
…

…
」
と
、
『
平
等
・
無
差
別
性
』
に
、
と
く
に
力
点
を
お
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
人
権
規
定
の
形
式
は
、
憲
章
の
他
の
条
文
に
も
、
幾
つ
か
類
似
の
も
の
を
見
出
す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
憲
章
第
一
三
条
及
び
第

七
六
条
参
照
）
、
な
お
、
憲
章
以
外
の
条
約
、
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
人
権
条
約
の
中
に
も
、
よ
く
似
た
も
の
が
、
少
な
か
ら
ず
、
見
出
さ
れ

る
。　

た
と
え
ば
、
条
約
で
は
な
い
が
、
こ
の
種
の
規
定
の
い
わ
ば
典
型
と
も
い
う
べ
き
も
の
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
世
界
人

権
宣
言
第
二
条
第
｝
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
す
べ
て
人
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
門
地
そ
の

　
他
の
地
位
又
は
こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
ひ
⑪
寧
言
ぼ
掛
ゆ
む
ず
邸
で
0
梅
和
ど
印
由
と
を
享

　
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
い
う
の
が
、
そ
の
規
定
で
あ
る
。
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世
界
人
権
宣
言
を
条
約
化
し
た
の
が
、
国
際
人
権
規
約
ー
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
A
規
約
）
、
市
民

的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
B
規
約
V
、
市
民
的
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
の
選
択
議
定
書
（
選
択
議
定
書
）
！
ー
の

三
条
約
で
あ
る
が
、
A
・
B
両
規
約
に
は
、
世
界
人
権
宣
言
第
二
条
と
、
極
め
て
よ
く
似
た
平
等
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
A
規
約
第
二
条
第
二
項
の
、

　
「
こ
の
規
約
の
締
約
国
は
、
ひ
分
規
約
ぼ
規
定
ず
を
梅
和
が
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
そ
の
他
の
意
見
、
国

　
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
出
生
又
は
他
の
地
位
に
よ
る
い
か
な
る
差
別
も
な
し
に
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
を
約
束

　
す
る
。
」
と
の
規
定
、
お
よ
び
、
B
規
約
第
二
条
第
一
項
の
、

　
「
こ
の
規
約
の
各
締
約
国
は
、
そ
の
領
域
内
に
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
す
べ
て
の
個
人
に
対
し
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、

　
言
語
、
宗
教
、
政
治
的
意
見
そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、
財
産
、
出
生
又
は
他
の
地
位
等
に
ょ
る
い
か
な
る
差
別
も

　
な
し
に
ひ
分
規
約
応
か
“
で
認
b
か
か
む
梅
和
を
尊
重
し
、
及
び
確
保
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
。

　
国
際
人
権
章
典
（
世
界
人
権
宣
言
お
よ
び
国
際
人
権
規
約
）
は
、
こ
の
よ
う
に
、
章
典
内
で
認
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
権
利
に
つ
い
て
、
無
差

別
・
平
等
な
保
障
を
規
定
す
る
こ
と
で
、
人
権
保
障
の
枠
を
一
気
に
拡
大
し
、
明
確
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
人
権
条
約
の
数
が
ふ
え
、
特
定
の
人
権
が
個
別
の
条
約
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
当
該
人
権
の
保
障
に

つ
い
て
も
、
当
然
、
無
差
別
・
平
等
な
保
障
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
う
し
た
型
に
入
る
『
平
等
規
定
』
に
は
、
た
と
え
ば
、
『
教
育

に
お
け
る
差
別
を
禁
止
す
る
条
約
』
（
一
九
六
〇
年
一
二
月
一
四
日
採
択
、
一
九
六
二
年
五
月
二
二
日
効
力
発
生
、
日
本
は
未
加
盟
）
第
一
条

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、

　
「
本
条
約
の
適
用
上
、
「
差
別
」
と
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上
そ
の
他
の
意
見
、
民
族
的
も
し
く
は
社
会
的
出

　
身
、
経
済
条
件
又
は
出
生
に
基
づ
い
て
、
教
育
に
お
け
る
取
扱
の
均
等
を
無
に
し
又
は
損
な
う
目
的
又
は
効
果
を
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
区
別
、

　
除
外
、
制
約
又
は
優
先
を
含
む
。
」
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と
定
義
し
（
第
一
項
）
、
右
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
「
差
別
を
撤
廃
し
、
防
止
す
る
た
め
に
」
（
第
三
条
）
当
事
国
の
行
う
べ
き
事
柄
を
、
具
体

的
に
列
記
し
て
い
る
。
（
第
三
条
ー
第
五
条
参
照
。
V

　
ま
た
、
『
雇
用
及
び
職
業
に
お
け
る
差
別
に
関
す
る
条
約
』
（
一
九
五
八
年
六
月
二
五
日
採
択
、
一
九
六
〇
年
六
月
一
五
日
効
力
発
生
、
日
本

は
未
批
准
、
通
称
I
L
O
条
約
第
一
二
号
）
第
一
条
で
も
、

　
「
こ
の
条
約
の
適
用
上
、
「
差
別
」
と
は
、
次
の
も
の
を
い
う
。

　
＠
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
宗
教
、
政
治
上
の
意
見
、
民
族
的
出
身
又
は
社
会
的
出
身
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
す
べ
て
の
区
別
、
除
外
又

　
　
は
優
先
で
、
雇
用
又
は
職
業
に
お
け
る
機
会
又
は
待
遇
の
平
等
を
破
り
又
は
害
す
る
効
果
を
も
つ
も
の
。

　
㈲
以
下
略
。
」

と
定
義
し
、
「
こ
の
条
約
の
適
用
を
受
け
る
各
加
盟
国
は
、
雇
用
及
び
職
業
に
つ
い
て
の
い
か
な
る
差
別
を
も
除
去
す
る
た
め
に
、
国
内
の
事

情
及
び
慣
行
に
適
し
た
方
法
に
よ
り
、
雇
用
又
は
職
業
に
つ
い
て
の
機
会
及
び
待
遇
の
平
等
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
国
内
政
策
を
明

ら
か
に
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
を
約
束
す
る
。
」
（
第
二
条
）
と
し
て
、
各
当
事
国
に
、
こ
の
国
内
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

て
い
る
（
第
四
条
）
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
『
平
等
権
』
と
い
う
、
基
本
的
人
権
の
｛
種
に
つ
い
て
存
す
る
『
特
殊
性
』
か
ら
派
生
し
て
来
る
現
象
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
生
じ
た
理
由
の
一
つ
に
、
第
二
次
大
戦
に
お
い
て
、
多
く
の
人
々
の
心
に
、
ど
う
し
ょ
う
も

な
い
深
い
傷
を
残
し
た
あ
の
忌
ま
わ
し
い
『
出
来
ご
と
』
f
つ
ま
り
、
ナ
チ
ス
の
対
ユ
ダ
ヤ
人
種
政
策
“
人
種
差
別
ー
を
挙
げ
ず
に
お
く

こ
と
は
、
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
連
合
諸
国
の
首
脳
達
は
、
よ
し
ん
ば
、
自
分
自
身
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
な
い
も
の
で

あ
っ
て
も
、

　
「
人
種
、
性
、
言
語
又
は
宗
教
に
よ
る
差
別
」
　
（
国
連
憲
章
第
一
条
第
三
項
）
を
許
さ
ず
、
す
べ
て
の
者
の
た
め
に
、
人
権
及
び
基
本
的
自
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由
の
尊
重
を
実
現
す
る
た
め
、
多
く
の
人
命
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
、
こ
の
お
そ
る
べ
き
暴
挙
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
連
合
諸
国
の
価
値
尺
度
　
　
戦
後
社
会
を
支
配
し
た
価
値
基
準
を
誠
に
よ
く
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
戦
後
の
国
際
社
会
で

は
、
『
人
種
、
性
、
言
語
、
又
は
宗
教
等
に
よ
る
差
別
の
な
い
、
平
等
』
の
実
現
が
、
何
よ
り
も
強
く
望
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

ラニ
　
ニ
つ
の
差
別
撤
廃
条
約

〔　
前
章
末
尾
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
社
会
を
支
配
し
た
連
合
諸
国
（
戦
勝
国
）
の
、
差
別
1
と
く
に
人
種
差
別
　
　
に

対
す
る
強
い
反
感
を
反
映
し
て
、
こ
の
分
野
に
か
か
わ
り
を
も
つ
人
権
条
約
が
、
戦
後
、
あ
い
つ
い
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
人
種
差
別
そ
の
も
の
と
は
、
直
接
つ
な
が
り
は
な
い
が
、
一
九
四
八
年
に
は
国
連
総
会
が
、
世
界
人
権
宣
言
の
採
択
と
前
後
し
て

『
集
団
殺
害
罪
の
防
止
及
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
』
（
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
、
一
九
四
八
年
一
二
月
九
日
採
択
、
一
九
五
一
年
一
月

二
九
日
効
力
発
生
、
日
本
は
未
加
盟
）
を
採
択
し
、
そ
の
第
二
条
で
、

　
「
こ
の
条
約
で
は
、
集
団
殺
害
と
は
、
園
昆
的
、
ん
樫
的
、
昂
族
的
又
ゆ
宗
教
的
集
風
を
全
部
又
は
一
部
破
壊
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
わ
れ

　
た
次
の
行
為
の
い
ず
れ
を
も
意
味
す
る
。
」
（
傍
点
筆
者
）

と
定
義
し
て
、
そ
う
し
た
『
集
団
殺
害
』
が
、

　
「
平
時
に
行
わ
れ
る
か
戦
時
に
行
わ
れ
る
か
を
問
わ
ず
、
国
際
法
上
の
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
れ
を
防
止
し
、
処
罰
す
る
こ
と
」

　
（
第
一
条
）

を
締
約
国
が
相
互
に
約
束
し
合
っ
た
。
こ
れ
は
、
第
二
次
大
戦
中
の
あ
の
忌
ま
わ
し
い
出
来
ご
と
か
ら
し
て
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
国
民
的
、
人
種
的
、
民
族
的
』
お
よ
び
宗
教
的
『
偏
見
』
を
、
『
集
団
殺
害
』
の
定
義
の
中
に
取
り
入
れ
た
国
連
総
会
は
、

そ
の
事
実
に
よ
っ
て
、
こ
の
許
さ
れ
べ
か
ら
ざ
る
『
国
際
法
上
の
犯
罪
』
の
中
に
、
『
人
種
差
別
的
要
素
』
の
存
在
を
認
め
て
い
た
と
い
う
べ
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き
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
、
『
人
種
差
別
』
に
対
す
る
連
合
国
の
嫌
悪
は
、
や
が
て
、
よ
り
端
的
に
、
人
種
差
別
の
禁
止
を
目
的
と
す
る

『
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
国
際
条
約
』
（
一
九
六
五
年
一
二
月
二
一
日
第
二
〇
回
国
連
総
会
で
採
択
、
一
九
六
九
年
一

月
四
日
効
力
発
生
、
通
称
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
、
日
本
は
未
加
盟
〉
に
結
実
す
る
。

　
国
連
総
会
は
、
す
で
に
、
こ
の
条
約
採
択
よ
り
二
年
先
立
つ
一
九
六
三
年
＝
月
二
〇
日
に
、
『
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
の
撤
廃
に
関

す
る
国
連
宣
言
』
（
通
称
「
人
種
差
別
撤
廃
宣
言
」
〉
を
採
択
し
て
い
る
が
、
そ
の
宣
言
の
前
文
に
お
い
て
、
こ
の
文
書
採
択
の
動
機
の
一
つ

に
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
（
同
宣
言
前
文
と
く
に
第
四
項
、
及
び
第
七
～
一
一
項
参
照
）
。
そ
し

て
、
こ
の
条
約
を
制
定
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
条
約
当
事
国
は
、

　
「
人
種
差
別
を
非
難
し
、
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
を
撤
廃
し
、
及
び
、
す
べ
て
の
人
種
間
の
理
解
を
促
進
す
る
政
策
を
、
あ
ら

　
ゆ
る
適
切
な
手
段
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
遂
行
す
る
こ
と
」

を
約
束
し
（
第
二
条
）
、
そ
の
た
め
に
、
各
国
が
と
る
べ
き
具
体
的
措
置
ま
で
を
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
同
条
参
照
）

　
と
こ
ろ
で
、
本
条
約
に
よ
れ
ば
、
『
人
種
差
別
』
と
は
、

　
「
政
治
的
、
社
会
的
、
文
化
的
又
は
そ
の
他
の
す
べ
て
の
公
的
生
活
分
野
に
お
け
る
人
種
及
び
基
本
的
自
由
の
平
等
な
立
場
に
お
け
る
承

　
認
、
享
有
又
は
行
使
を
無
効
に
し
又
は
損
な
う
目
的
又
は
効
果
を
有
す
る
人
種
、
皮
膚
の
色
、
門
地
又
は
民
族
的
も
し
く
は
種
族
的
出
身
に

　
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
区
別
、
除
外
、
制
約
又
は
優
先
を
い
う
。
」
　
（
第
二
条
第
一
項
）

と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
『
人
種
差
別
』
が
、
い
わ
ゆ
る
『
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
』
と
密
接
な
つ
な
が
り
を

有
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
条
約
前
文
中
の
い
く
つ
か
の
条
項
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、

　
「
こ
の
条
約
の
当
事
国
は
、
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「
国
際
連
合
が
植
民
地
主
義
並
び
に
そ
れ
に
結
合
し
た
あ
ら
ゆ
る
隔
離
及
び
差
別
の
慣
行
を
、
い
か
な
る
形
態
で
あ
る
か
、
ま
た
い
か
な
る

　
場
所
に
存
在
す
る
か
を
問
わ
ず
、
非
難
し
て
来
た
こ
と
、
並
び
に
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
一
四
日
の
植
民
地
諸
国
・
諸
人
民
に
対
す
る
独
立

　
付
与
に
関
す
る
宣
言
が
、
そ
れ
ら
を
迅
速
か
つ
無
条
件
に
終
ら
せ
る
必
要
性
を
確
認
し
及
び
厳
粛
に
宣
言
し
た
こ
と
を
考
慮
し
、
」
（
第
四

　
項
、
宣
言
第
四
項
参
照
）

　
「
世
界
の
い
く
つ
か
の
地
域
に
お
い
て
、
人
種
差
別
の
諸
表
現
が
い
ま
だ
に
明
ら
か
に
存
在
す
る
こ
と
、
並
び
に
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
、
隔

　
離
又
は
分
離
の
政
策
の
如
き
人
種
的
な
優
越
又
は
憎
悪
に
基
礎
を
お
く
政
策
を
警
鐘
と
し
て
受
け
と
め
、
」
（
第
九
項
）

と
い
っ
た
表
現
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
同
条
約
は
、
こ
の
よ
う
な
『
人
種
差
別
・
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
』
に
断
固
反
対
す
る
そ
の
根
拠
と
し
て
、

　
「
人
種
的
相
違
に
基
づ
く
い
か
な
る
優
越
理
論
も
稗
単
的
応
誤
か
で
勢
か
、
避
衙
的
応
非
難
ぎ
か
む
邸
ぎ
ひ
む
か
、
ま
た
社
会
的
に
不
当
か

　
ひ
衝
険
で
み
か
こ
と
、
並
び
に
、
理
論
上
又
は
実
際
上
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
、
人
種
差
別
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
」

　
へ
の
『
確
信
』
（
第
六
項
）
、

　
「
人
種
、
皮
膚
の
色
又
は
種
族
的
出
身
を
理
由
に
し
た
人
間
の
差
別
が
、
諸
国
間
の
友
好
的
か
つ
平
和
的
関
係
に
障
害
と
な
る
こ
と
、
並
び

　
に
諸
国
人
民
の
間
の
平
和
及
び
安
全
と
同
一
の
国
家
内
に
隣
接
し
て
生
活
す
る
人
々
の
調
和
を
も
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
」
へ
の
『
再
確

　
認
』
（
第
七
項
）
、
　
「
人
種
的
障
壁
の
存
在
が
い
か
な
る
人
間
社
会
の
理
想
に
も
反
す
る
」
こ
と
へ
の
『
確
信
』
（
第
八
項
）

等
を
あ
げ
て
い
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
第
六
項
に
い
う
「
人
種
的
相
違
に
基
づ
く
い
か
な
る
優
越
理
論
も
科
学
的
に
誤
り
で
あ
り
、
」
根
拠

に
欠
け
る
も
の
だ
と
す
る
こ
の
表
現
は
、
人
種
差
別
に
対
す
る
妥
協
の
余
地
の
な
い
反
対
を
示
す
も
の
と
と
ら
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
人
種
差
別
撤
廃
条
約
は
、
他
の
い
わ
ゆ
る
人
権
条
約
と
比
較
し
て
、
そ
の
実
施
措
置
規
定
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
で
も
、
注
目
に
値
す
る
条

約
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
実
施
機
関
と
し
て
、
委
員
会
夫
種
差
別
撤
廃
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
。
何
名
（
こ
の
場
合
は
一
八
名
）
か
の
委
員
が
、
条
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約
当
事
国
に
ょ
り
、
そ
の
国
民
の
中
か
ら
、
　
「
徳
望
が
高
く
公
正
さ
に
お
い
て
名
声
を
有
す
る
者
」
と
し
て
、
四
年
任
期
で
選
出
さ
れ
る
こ
と

（
第
八
条
）
。
委
員
会
は
、
当
事
国
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書
及
び
情
報
を
審
議
し
、
委
員
会
と
し
て
の
「
提
案
並
び
に
一
般
的
勧
告
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
（
第
九
条
）
。
国
家
間
通
報
の
形
式
に
ょ
る
当
事
国
の
条
約
義
務
履
行
強
制
制
度
の
あ
る
こ
と
（
第
二
条
、
な
お
第

一
二
、
一
三
条
も
参
照
）
。
オ
プ
シ
ョ
ン
で
は
あ
る
が
、
個
人
通
報
の
形
式
に
よ
る
当
事
国
の
条
約
義
務
履
行
強
制
制
度
ま
で
が
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
（
第
一
四
条
－
委
員
会
は
、
本
条
第
一
項
に
従
っ
て
、
オ
プ
シ
ョ
ン
宣
言
を
す
る
本
条
約
当
事
国
の
数
が
一
〇
ヵ
国
に
達
し
て
い

る
と
き
に
の
み
、
所
定
の
任
務
を
遂
行
す
る
権
限
を
有
す
る
）
。
な
ど
な
ど
の
諸
制
度
、
な
か
で
も
個
人
通
報
に
関
す
る
第
一
四
条
の
、

　
「
1
．
当
事
国
は
、
そ
の
管
轄
内
に
あ
る
個
人
又
は
集
団
で
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
い
ず
れ
か
の
権
利
に
対
す
る
右
の
当
事
国
に
よ
る
侵
害

　
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
か
ら
の
通
報
を
受
理
し
、
か
つ
審
議
す
る
委
員
会
の
権
限
を
承
認
す
る
こ
と
を
、
い
つ
で
も
宣
言
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
宣
言
を
行
っ
て
い
な
い
当
事
国
に
関
す
る
通
報
は
、
委
員
会
に
よ
っ
て
受
理
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
。
」

と
規
定
さ
れ
た
個
人
通
報
の
制
度
は
、
同
条
第
二
項
以
降
が
定
め
る
「
国
内
法
秩
序
内
に
設
置
す
る
か
、
又
は
指
定
さ
れ
た
機
関
に
ょ
る
請
願

の
受
理
・
審
議
の
制
度
（
こ
の
請
願
は
、
第
一
項
に
い
う
個
人
通
報
の
前
置
制
度
と
も
な
っ
て
い
る
。
第
一
四
条
第
五
項
参
照
）
」
と
と
も

に
、
人
種
差
別
の
犠
牲
者
で
あ
る
と
主
張
す
る
「
私
人
（
個
人
及
び
集
団
）
」
を
、
国
際
的
救
済
手
続
の
主
体
た
ら
し
め
る
極
め
て
ラ
ジ
カ
ル

な
実
施
措
置
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
（
一
九
八
六
年
末
現
在
）
、
こ
の
条
約
へ
の
加
盟
国
数
は
、
一
二
一
二
ヵ
国
に
達
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
は
ま
だ
批
准
を
し
て

い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
、
こ
の
条
約
の
定
め
る
実
施
措
置
の
、
極
め
て
効
果
的
な
も
の
で
あ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
日
本
が
、
一
九
七
八
年
に
署
名
し
、
翌
一
九
七
九
年
六
月
に
批
准
書
を
寄
託
し
た
B
規
約
の
場
合
（
こ
の

条
約
は
、
日
本
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
九
年
九
月
二
一
日
に
効
力
を
発
生
し
た
）
を
例
に
と
っ
て
考
え
れ
ば
、
日
本
は
、
同
条
約
第
四
一
条
の

定
め
る
国
家
通
報
に
関
す
る
選
択
宣
言
を
さ
へ
、
行
っ
て
は
い
な
い
。
個
人
通
報
に
つ
い
て
の
選
択
議
定
書
を
批
准
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
も

と
よ
り
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
わ
が
国
は
、
こ
う
し
た
妨
果
的
な
実
施
措
置
を
定
め
る
条
約
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
極
め
て
慎
重
で

一200一



二つの『差別撤廃条約』とその将来についての試考

あ
り
、
悪
く
い
え
ば
、
保
守
的
な
の
で
あ
る
。
は
っ
き
り
い
え
ば
、
人
権
条
約
一
般
に
つ
い
て
、
「
日
本
は
、
個
人
通
報
の
制
度
を
認
め
よ
う

と
は
し
て
い
な
い
」
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
選
択
規
定
で
あ
る
と
は
い
え
、
条
約
内
に
一
体
化
し
た
も
の
と
し
て
、
個
人
通
報
制
度
規
定
を
も

ち
、
し
か
も
、
B
規
約
内
で
は
、
条
約
の
本
文
内
に
は
あ
っ
て
も
選
択
条
項
で
あ
る
こ
と
を
幸
い
、
署
名
後
一
〇
年
近
く
な
っ
て
も
選
択
宣
言

を
し
な
い
で
放
置
し
て
い
る
国
家
通
報
制
度
が
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
で
は
、
義
務
制
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
が
、

本
条
約
の
批
准
に
い
ま
だ
二
の
足
を
ふ
ん
で
い
る
の
は
、
当
然
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
が
、
こ
の
よ
う
に
ラ
ジ
カ
ル
な
実
施
措
置
規
定
を
設
け
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
世
界
の
諸
国
の
問
の
、
人
種

差
別
に
対
す
る
根
強
い
反
対
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
一
二
〇
を
こ
え
る
多
数
の
国
家
が
す
で
に

こ
の
条
約
を
批
准
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
二
次
大
戦
中
の
ナ
チ
ス
の
対
ユ
ダ
ヤ
政
策
と
人
種
差
別
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
て

見
て
も
、
充
分
に
首
肯
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
が
、
人
種
差
別
禁
止
条
約
の
批
准
を
い
つ
ま
で
も
放
置
し
続
け
る
と
仮
定

す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
行
為
が
、
人
種
問
題
に
つ
い
て
の
日
本
の
態
度
に
つ
い
て
、
好
ま
し
か
ら
ざ
る
疑
惑
を
他
国
に
抱
か
せ
る
結
果
と
も
な

り
か
ね
な
い
…
…
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
世
界
の
多
く
の
国
家
は
、
こ
の
人
種
差
別
禁
止
条
約
だ
け
で
は
、
人
種
差
別
の
撤
廃
に
、
ま
だ
不
充
分
で
あ
る
と
考
え
、
さ
ら

に
新
し
い
条
約
を
採
択
し
た
。
『
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
罪
の
鎮
圧
及
び
処
罰
に
関
す
る
国
際
条
約
』
（
一
九
七
三
年
一
一
月
三
〇
日
、
国
連
総
会
採

択
、
一
九
七
六
年
七
月
一
八
日
効
力
発
生
、
日
本
は
未
加
盟
、
通
称
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
条
約
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
人
種
差
別
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
条
約
の
前
文
か
ら
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
第

四
項
以
下
で
、

　
「
こ
の
条
約
の
締
約
国
は
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
人
種
差
別
撤
廃
に
関
す
る
国
際
条
約
に
従
っ
て
、
国
家
が
殊
に
人
種
隔
離
と
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

　
ト
を
非
難
し
、
自
国
の
管
轄
権
下
の
領
域
に
お
い
て
こ
の
種
の
す
べ
て
の
慣
行
を
防
止
し
、
禁
止
し
お
よ
び
除
去
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
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る
こ
と
に
注
目
し
、
」
（
第
四
項
）

　
「
集
団
殺
害
罪
の
防
止
お
よ
び
処
罰
に
関
す
る
条
約
に
お
い
て
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
行
為
と
も
性
質
づ
け
う
る
若
干
の
行
為
が
国
際
法
上
の

　
犯
罪
を
構
成
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
」
（
第
五
項
）

て
、
　
「
次
の
と
お
り
協
定
し
た
」
と
謳
っ
て
い
る
。

そ
し
て
条
約
本
文
の
第
一
条
で
は
、

　
「
こ
の
規
約
の
締
約
国
は
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
人
道
に
反
す
る
罪
で
あ
る
こ
と
、
な
ら
び
に
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
政
策
と
慣
行
お
よ
び
人

　
種
隔
離
と
差
別
の
類
似
の
政
策
と
慣
行
か
ら
生
じ
る
非
人
道
的
行
為
が
、
本
条
約
第
二
条
に
お
い
て
定
義
す
る
よ
う
に
、
国
際
法
の
諸
原

　
則
、
殊
に
国
際
連
合
憲
章
の
目
的
と
原
則
に
違
反
し
、
か
つ
、
国
際
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
を
構
成
す
る
犯
罪
で
あ
る
こ

　
と
」

を
宣
言
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
つ
づ
い
て
第
二
条
に
お
い
て
、
『
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
罪
』
の
適
用
さ
れ
る
行
為
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も

の
を
掲
げ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
こ
の
条
約
の
適
用
上
、
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
罪
」
（
南
部
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
人
種
隔
離
と
差
別
の
類
似
の
政
策
と
慣
行
を

　
含
む
も
の
と
す
る
）
と
は
、
次
の
非
人
道
的
行
為
で
、
一
つ
の
人
種
的
集
団
に
よ
る
他
の
い
ず
れ
か
の
人
種
的
集
団
に
対
す
る
支
配
を
確
立

　
し
、
維
持
し
、
お
よ
び
系
統
的
に
こ
れ
ら
を
圧
迫
す
る
目
的
で
犯
さ
れ
る
も
の
」

を
い
う
と
し
て
、
＠
～
ω
の
項
目
に
分
け
て
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
た
と
え
ば
働
の

　
コ
ま
た
は
二
以
上
の
人
種
的
集
団
の
全
面
的
ま
た
は
部
分
的
な
物
理
的
破
壊
を
引
き
起
こ
す
べ
く
計
算
さ
れ
た
生
活
条
件
を
こ
れ
ら
集
団

に
故
意
に
課
す
こ
と
」

と
か
、
⑥
の

　
「
一
ま
た
は
二
以
上
の
人
種
的
集
団
の
構
成
員
の
た
め
の
別
個
の
居
留
地
お
よ
び
ゲ
ッ
ト
ー
の
創
設
、
種
々
の
人
種
的
集
団
構
成
員
間
の
雑
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婚
の
禁
止
、
一
も
し
く
は
二
以
上
の
人
種
的
集
団
ま
た
は
そ
の
構
成
員
に
属
す
る
土
地
財
産
の
没
収
に
よ
り
住
民
を
人
種
的
血
統
に
沿
っ
て

　
分
け
る
こ
と
を
意
図
し
た
す
べ
て
の
措
置
（
立
法
措
置
を
含
む
）
」
と
か
い
っ
た
文
言
を
見
れ
ば
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
こ
の
政
策
が
、

　
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
政
策
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と
が
、
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
こ
の
条
約
が
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
以
上

　
に
効
果
的
な
、
と
筆
者
に
は
考
え
ら
れ
る
実
施
措
置
規
定
を
も
り
込
ん
で
い
る
理
由
が
、
十
分
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
同
条
約
は
、
こ
う
し
て
定
義
し
た
『
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
罪
』
を
犯
し
た
『
む
σ
（
個
人
、
団
体
お
よ
び
公
益
団
体
構
成
員
な
ら

び
に
国
家
の
代
表
）
』
に
対
し
、
断
固
と
し
て
琳
事
責
任
分
遭
及
を
行
う
こ
と
を
定
め
、
し
か
も
、
そ
の
責
任
追
及
を
園
際
的
レ
ベ
ル
で
行
う

と
い
う
方
法
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
第
三
条
の
、

　
「
国
際
的
刑
事
責
任
は
、
動
機
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
個
人
、
団
体
お
よ
び
公
益
団
体
構
成
員
な
ら
び
に
国
家
の
代
表
に
対
し
て
、
そ
の
者

　
が
行
為
の
犯
さ
れ
た
国
家
の
領
域
に
居
住
す
る
か
そ
の
他
の
い
ず
れ
か
の
国
家
に
居
住
す
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
こ
と
を
行
う
場
合
に

　
は
常
に
、
適
用
さ
れ
る
。

　
…
…
…
以
下
略
…
…
…
」
と
の
規
定
、

　
そ
し
て
、
第
四
条
に
お
け
る
、
締
約
国
は
、

　
「
＠
　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
罪
お
よ
び
類
似
の
隔
離
主
義
的
政
策
ま
た
は
そ
の
現
れ
の
い
か
な
る
奨
励
も
鎮
圧
し
防
止
す
る
の
に
必
要
な
立
法

　
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
の
犯
罪
で
有
罪
の
者
を
処
罰
す
る
こ
と
、

　
　
㈲
　
こ
の
条
約
第
二
条
に
お
い
て
定
義
す
る
行
為
に
つ
き
責
任
が
あ
る
か
ま
た
は
告
訴
さ
れ
て
い
る
者
を
、
そ
の
者
が
行
為
の
犯
さ
れ
た

　
国
家
の
領
域
に
居
住
す
る
か
し
な
い
か
、
ま
た
は
、
そ
の
国
家
の
国
民
で
あ
る
か
い
ず
れ
か
の
他
の
国
家
の
国
民
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
無

　
国
籍
者
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
自
国
の
裁
判
権
に
従
っ
て
訴
追
し
、
裁
判
に
か
け
、
お
よ
び
処
罰
す
る
た
め
に
立
法
的
、
司
法
的
お
よ
び

　
行
政
的
措
置
を
と
る
こ
と
」

を
約
束
す
る
と
の
規
定
、

一203一



研究ノート

　
さ
ら
に
、
第
五
条
の

　
「
こ
の
条
約
の
第
二
条
に
お
い
て
列
挙
す
る
行
為
の
責
を
問
わ
れ
た
者
は
、
告
訴
さ
れ
た
者
の
身
体
に
対
し
管
轄
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
こ

　
の
条
約
の
い
ず
れ
か
の
締
約
国
の
権
限
あ
る
裁
判
所
に
よ
り
、
ま
た
は
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
を
受
諾
す
る
締
約
国
に
関
し
て
は
管
轄

　
権
を
有
す
る
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
り
審
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

と
の
規
定
な
ど
か
ら
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
条
約
で
は
、
ま
ず
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
」
を
『
犯
罪
』
、
そ
れ
も
、
『
人

道
に
反
す
る
罪
』
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
『
国
際
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
を
構
成
す
る
犯
罪
』
と
決
め
つ
け
、
締
約
国
に
、
そ

の
犯
罪
者
を
条
約
当
事
国
の
『
権
限
あ
る
裁
判
所
』
に
ょ
っ
て
処
罰
す
る
こ
と
、
な
い
し
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
を
受
諾
す
る
締
約

国
に
関
し
て
は
ー
こ
れ
は
犯
罪
者
が
国
家
の
よ
う
な
団
体
の
場
合
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
第
一
条
第
二
項
参
照
）
　
　
管
轄
権

を
有
す
る
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
り
『
審
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
』
こ
と
と
し
て
、
こ
の
種
の
犯
罪
が
、
「
犯
罪
者
に
対
す
る
処
罰
」
の
形
で

「
責
任
追
及
」
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
人
種
差
別
撤
廃
条
約
が
、
国
家
通
報
で
あ
れ
、
個
人
通
報
で
あ
れ
、
「
差
別
状
態
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
」
に
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
重
き
を
お

き
、
「
差
別
者
に
対
す
る
問
責
」
と
い
っ
た
視
点
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
に
比
べ
て
、
こ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
条
約
は
、
全
く
違
う
角
度
か

ら
、
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
撤
廃
」
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
条
約
の
、
こ
の
よ
う
な
「
刑
事
処
罰
」
と
い
う
形
の
「
実
施
措
置
」
に
似
た
実
施
措
置
規
定
を
設
け
て
い
る
の
は
、
前
出

の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
八
年
に
採
択
さ
れ
た
こ
の
条
約
で
は
、
す
で
に

　
「
集
団
殺
害
又
は
第
三
条
に
列
挙
さ
れ
た
他
の
行
為
の
い
ず
れ
か
に
つ
い
て
告
発
さ
れ
た
者
は
、
行
為
が
な
さ
れ
た
地
域
の
属
す
る
国
の
権

　
限
の
あ
る
裁
判
所
に
よ
り
、
又
は
国
際
刑
事
裁
判
所
の
管
轄
権
を
受
諾
す
る
締
約
国
に
関
し
て
は
管
轄
権
を
有
す
る
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ

　
り
審
理
さ
れ
る
。
」
（
第
六
条
）

と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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締
約
国
に
対
し
て
、
条
約
義
務
の
履
行
確
保
を
は
か
る
た
め
の
、
実
施
措
置
と
し
て
は
、
国
際
人
権
規
約
ー
と
く
に
B
規
約
及
び
選
択
議

定
書
ー
i
や
人
種
差
別
撤
廃
条
約
が
定
め
る
通
報
制
度
な
ど
に
比
べ
て
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
条
約
や
こ
の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
条
約
が
規
定
す
る

「
犯
罪
処
罰
ー
そ
れ
も
で
き
れ
ば
、
国
際
刑
事
裁
判
に
よ
る
犯
罪
処
罰
」
の
方
が
、
よ
り
実
効
的
な
の
で
は
な
い
か
．
．
．
．
．
．
と
い
う
の
が
、
筆

者
の
か
ね
て
よ
り
の
持
論
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
集
団
殺
害
罪
も
そ
の
類
似
の
犯
罪
行
為
も
、
あ
る
い
は
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
の
罪
に
明
ら
か
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
行
為
も
、
こ
れ
ら
の
条
約
が
締
結
さ
れ
て
か
ら
、
す
で
に
相
当
な
年
数
を
経
て
い
る
と
思

わ
れ
る
割
り
に
は
、
地
上
か
ら
完
全
に
払
拭
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
の
設
置
が
、
未
だ

う
ま
く
行
っ
て
い
な
い
点
に
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
人
種
差
別
の
禁
止
、
撤
廃
に
つ
な
が
る
条
約
が
、
こ
の
よ
う
に
、
国
際
犯
罪
処
罰
・
差
別
撤
廃
と
い
っ
た
方
向
で
発
展
し
て
来

て
お
り
、
実
施
措
置
の
分
野
で
い
ろ
い
ろ
と
効
果
的
な
方
法
を
考
案
し
て
来
た
の
と
平
行
し
て
、
性
差
別
ー
女
性
に
対
す
る
差
別
ー
撤
廃

の
た
め
の
条
約
も
ま
た
国
連
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
来
た
。

　
一
九
六
七
年
一
一
月
七
日
、
第
二
二
回
国
連
総
会
は
、
『
婦
人
に
対
す
る
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
宣
言
』
と
題
す
る
決
議
第
二
二
六
三
号
を

採
択
し
、
そ
の
第
一
条
で
、

　
「
婦
人
に
対
す
る
差
別
は
、
男
子
と
平
等
の
権
利
を
婦
人
に
対
し
て
は
拒
否
し
、
あ
る
い
は
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
基
本
的
に
不
正

　
で
あ
り
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
犯
罪
を
構
成
す
る
。
」

　
＞
拝
一

　
．
．
u
一
ω
巳
巨
b
呂
g
お
巴
・
ω
け
ぎ
目
β
8
ξ
一
お
・
二
ぎ
け
碁
霧
ぱ
3
8
最
博
2
轟
一
ξ
。
｛
話
募
且
夢
馨
p
一
ω
注
巳
『

　
日
8
琶
ζ
自
甘
雪
角
巳
8
昌
。
。
鼻
暮
Φ
ω
き
○
｛
｛
Φ
8
Φ
鎚
α
Q
巴
房
一
冨
B
目
島
α
q
乱
蔓
、
、

と
、
婦
人
差
別
を
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
、
男
女
平
等
実
現
の
た
め
に
、
「
す
べ
て
の
適
切
な
手
段
」
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
宣

言
し
た
の
で
あ
る
。
（
婦
人
差
別
撤
廃
宣
言
第
二
条
以
下
参
照
）
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そ
し
て
、
一
九
七
九
年
一
二
月
一
八
日
、
『
女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る
条
約
』
が
採
択
さ
れ
（
総
会
決
議
第

三
四
／
一
八
O
号
）
、
同
条
約
第
二
七
条
に
従
っ
て
、
一
九
八
一
年
九
月
三
日
（
二
七
番
目
の
批
准
書
又
は
加
入
書
の
国
連
事
務
総
長
へ
の
寄

託
の
日
の
後
三
〇
日
目
）
に
効
力
を
発
生
し
た
（
日
本
に
つ
い
て
の
効
力
発
生
は
、
一
九
八
五
年
七
月
二
五
日
、
条
約
批
准
に
際
し
て
、
条
文

の
毛
○
ヨ
魯
の
訳
語
と
し
て
、
「
婦
人
」
を
使
う
か
「
女
子
」
を
使
う
か
で
議
論
と
な
っ
た
が
、
成
人
の
み
な
ら
ず
未
成
年
の
女
性
も
含
む
と

い
う
こ
と
で
「
女
子
」
の
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
六
七
年
の
宣
言
の
時
に
は
こ
の
問
題
は
表
立
っ
て
議
論
さ
れ
ず
、
し
た

が
っ
て
、
こ
ち
ら
で
は
、
普
通
に
「
婦
人
」
の
語
を
用
い
て
い
る
）
。
条
約
第
一
条
は
、
「
女
子
差
別
」
を
定
義
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
「
こ
の
条
約
の
適
用
上
、
「
女
子
に
対
す
る
差
別
」
と
は
、
性
に
基
づ
く
区
別
、
排
除
又
は
制
限
で
あ
っ
て
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会

　
的
、
文
化
的
、
市
民
的
そ
の
他
の
い
か
な
る
分
野
に
お
い
て
も
、
女
子
（
婚
姻
を
し
て
い
る
か
い
な
い
か
を
問
わ
な
い
。
）
が
男
女
の
平
等

　
を
基
礎
と
し
て
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
認
識
し
、
享
有
し
又
は
行
使
す
る
こ
と
を
害
し
又
は
無
効
に
す
る
効
果
又
は
目
的
を
有
す
る
も
の

　
を
い
う
。
」

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
女
子
差
別
撤
廃
条
約
に
お
け
る
「
差
別
」
の
こ
の
定
義
は
、
前
出
の
『
人
種
差
別
撤
廃
条
約
』
第
一
条
の
定
め
る
「
人
種
差
別
」
の
定
義
と

酷
似
し
て
い
る
。
た
し
か
に
遂
語
的
に
、
英
語
の
原
文
を
照
合
し
て
見
る
と
、
両
者
の
間
に
は
、
細
い
点
で
は
、
若
干
の
言
葉
遣
い
の
相
違
が

見
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
点
を
除
け
ば
、
双
方
の
文
言
は
、
む
し
ろ
、
驚
く
程
似
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
参
考
の
た
め
に
、
両

条
約
の
対
応
す
る
部
分
の
英
語
原
文
を
末
尾
に
引
用
し
て
お
い
た
。
）
注
①

　
し
か
し
、
両
条
約
が
酷
似
し
て
い
る
の
は
、
こ
こ
ま
で
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
施
措
置
に
到
る
と
、
両
者
の
類
似
性
は
余
り
濃
い
も
の
と
は
い

え
な
い
。
た
し
か
に
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
に
あ
っ
て
も
、
『
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
』
（
当
初
は
一
八
名
、
後
は
≡
二
名
の
、
専
門
家
で
、
条

約
当
事
国
に
ょ
り
、
当
事
国
国
民
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
、
個
人
の
資
格
で
職
務
を
遂
行
す
る
委
員
に
ょ
り
構
成
さ
れ
る
－
第
一
七
条
）
を
設
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置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
委
員
会
が
行
う
作
業
は
、
当
事
国
の
報
告
を
受
理
し
、
そ
の
報
告
や
、
ほ
か
に
当
事
国
か
ら
得
た
情
報

な
ど
の
検
討
に
基
づ
く
提
案
、
及
び
一
般
的
な
性
格
を
有
す
る
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
（
第
二
一
条
第
一
項
参
照
）

　
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
人
種
差
別
撤
廃
委
員
会
が
、
同
条
約
第
九
条
に
基
づ
き
、
条
約
当
事
国
か
ら
よ
せ
ら
れ
る

「
報
告
の
審
議
と
一
般
的
勧
告
」
と
を
行
う
以
外
に
、
国
家
通
報
制
度
（
同
条
約
第
一
一
条
i
I
第
一
二
・
三
条
参
照
）
や
個
人
通
報
制
度

（
同
条
約
第
一
四
条
）
規
定
に
基
づ
い
て
、
広
範
か
つ
活
発
に
、
人
種
差
別
撤
廃
の
た
め
に
、
当
条
約
上
の
義
務
に
違
反
す
る
国
家
に
対
し

て
、
そ
の
履
行
を
強
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
と
比
較
す
る
と
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
女
子
差
別
撤
廃
委
員
会
の
活

動
は
、
誠
に
不
充
分
か
つ
不
徹
底
で
、
実
効
性
に
欠
け
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
の
み
な
ら
ず
、
二
つ
の
差
別
撤
廃
条
約
を
比
べ
た
場
合
に
、
も
う
一
つ
、
見
過
ご
し
に
で
き
な
い
相
違
点
と
し
て
、
つ
ぎ
の
点
を
つ
け
加
え

て
お
き
た
い
と
思
う
。
そ
れ
は
、
　
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
が
撤
廃
し
よ
う
と
す
る
「
人
種
差
別
」
と
強
い
つ
な
が
り
を
も
つ
「
ア
パ
ル
ト
ヘ

イ
ト
」
が
、
「
国
際
法
の
諸
原
則
…
…
に
違
反
し
、
か
つ
、
国
際
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
重
大
な
脅
威
を
構
成
す
る
犯
罪
で
あ
る
」
（
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト
条
約
第
一
条
第
一
項
参
照
）
と
し
て
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
条
約
に
宣
言
さ
れ
、
そ
の
鎮
圧
の
た
め
に
、
国
際
的
刑
事
責
任
の
追
及
～

処
罰
ー
f
ま
で
が
、
条
約
内
に
規
定
さ
れ
る
に
到
っ
て
い
る
の
に
反
し
、
「
女
子
差
別
」
自
体
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
な
展
開
ー
女
子
差
別

を
犯
罪
と
し
て
、
こ
れ
を
処
罰
し
よ
う
と
し
た
動
き
ー
が
全
く
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
反
対
に
、
「
女
子
差
別
」
は
、

一
九
六
七
年
の
「
婦
人
差
別
撤
廃
宣
言
」
の
第
一
条
で
は
、
一
応
、
「
根
本
的
に
不
公
正
で
あ
り
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
犯
罪
を
構
成
す
る

（
∪
一
ω
＆
B
ぢ
毘
8
お
巴
霧
け
ゑ
o
ヨ
①
b
一
ω
§
甘
。
。
け
き
島
8
霧
鼻
三
Φ
ω
き
§
ミ
魅
お
鉱
霧
一
毛
○
日
Φ
P
）
」
　
と
規
定
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の
文
言
に
お
い
て
は
、
大
幅
に
、
ト
ー
ン
・
ダ
ウ
ン
し
、
「
女
子
差
別
」
行
為
な
い
し
は
「
女
子
差
別
」
者
に

対
す
る
刑
事
責
任
の
追
及
と
い
っ
た
動
き
は
、
完
全
に
払
拭
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
両
条
約
が
対
象
と

し
て
い
る
差
別
の
撤
廃
に
か
け
る
国
連
の
「
意
気
込
み
の
強
さ
」
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
筆
者
に
は
見
え
る
の
で
あ
る
。
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〔三〕

二
つ
の
差
別
撤
廃
条
約
の
将
来
ー
結
論
に
か
え
て

　
前
節
最
後
に
述
べ
た
両
条
約
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
顕
著
な
相
違
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
約
が
撤
廃
し
よ
う
と
し
て
い
る
『
差
別
』
に
つ
い

て
の
、
国
連
の
考
え
方
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
し
か
に
、
国
連
は
、
「
す
べ
て
の
人
間
が
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由

で
あ
り
、
人
種
、
性
、
…
…
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
関
係
に
お
い
て
も
差
別
さ
れ
な
い
」
（
た
と
え
ば
、
世
界
人
権
宣
言
第
一
、
二
条
参
照
）

と
、
総
会
そ
の
他
の
諸
機
関
で
採
択
し
て
来
た
国
際
文
書
（
条
約
、
宣
言
、
勧
告
、
決
議
等
々
）
の
多
く
に
お
い
て
、
宣
明
し
て
来
た
。
こ
こ

で
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
由
に
基
づ
く
差
別
を
人
間
の
尊
厳
に
反
す
る
も
の
と
し
、
差
別
容
認
の
余
地
を
残
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
「
差

別
を
禁
ず
る
根
拠
は
」
と
な
る
と
、
そ
こ
に
は
微
妙
な
相
違
が
見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
一
様
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
小
稿
で
問
題
と
し
て

い
る
「
人
種
差
別
」
と
「
性
差
別
」
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
考
え
て
見
よ
う
。

　
ま
ず
、
人
種
差
別
の
場
合
、
こ
れ
の
撤
廃
を
求
め
る
根
拠
は
、
「
人
種
的
相
違
に
基
づ
く
い
か
な
る
優
越
理
論
も
科
学
的
に
誤
り
で
あ
り
、

道
徳
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
社
会
的
に
不
当
か
つ
危
険
で
あ
り
、
」
又
、
「
理
論
上
又
は
実
際
上
、
い
か
な
る
場
所
に
お
い
て
も
、
人

種
差
別
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
の
『
確
信
』
（
人
種
差
別
撤
廃
条
約
前
文
第
六
項
参
照
）
に
お
か
れ
て
い
る
が
、
「
女
子
差
別
」

の
場
合
は
、
そ
の
禁
止
の
根
拠
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
い
て
、
あ
げ
れ
ば
そ
れ
は
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
前
文
第
七

段
に
い
う
、
「
国
の
完
全
な
発
展
、
世
界
の
福
祉
及
び
理
想
と
す
る
平
和
」
の
た
め
に
は
、
「
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
女
子
が
男
子
と
平
等
の
条
件

で
最
大
限
に
参
加
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
の
『
確
信
』
に
な
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
「
人
種
差
別
」
反
対
の

場
合
に
見
ら
れ
た
「
特
定
人
種
の
優
越
理
論
を
科
学
的
に
無
根
拠
と
す
る
確
信
」
と
、
「
社
会
の
発
展
、
世
界
平
和
の
確
立
の
た
め
に
は
女
子

の
男
子
と
平
等
な
参
加
が
必
要
と
の
確
信
」
と
は
、
読
む
人
間
が
受
け
る
印
象
も
、
大
分
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
に
は
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
筆
者
は
、
二
つ
の
差
別
撤
廃
条
約
の
先
き
行
き
に
つ
い
て
、
か
な
り
の
展
開
の
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
予
断
を

も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
口
で
い
え
ば
、
人
種
差
別
撤
廃
の
方
は
、
今
後
、
か
な
り
の
成
果
が
見
こ
ま
れ
、
早
晩
、
こ
の
差
別
は
撤
廃
実
現

の
可
能
性
を
大
い
に
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
女
子
差
別
の
撤
廃
の
方
は
、
成
果
の
程
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
を
撤
廃
す
る

に
は
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
時
間
が
か
か
り
、
い
つ
ま
で
も
完
全
な
形
で
の
撤
廃
は
実
現
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
人
種
差
別
が
廃
止
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
は
、
不
幸
に
し
て
暴
力
の
使
用
も
あ
り
得
、
流
血
の
惨
事
も
起
こ
ら
な
い
と
は
断
言

で
き
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
女
子
差
別
撤
廃
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
な
暴
力
的
な
衝
突
が
起
こ
る
可
能
性
は
、
余
り
予
測
で
き
な
い
。
い
う

な
れ
ば
、
「
女
子
差
別
」
の
方
は
、
こ
れ
を
禁
ず
る
法
令
が
で
き
れ
ば
で
き
る
程
、
い
わ
ば
潜
航
し
、
表
に
出
な
い
形
で
、
し
ぶ
と
く
存
続
す

る
だ
ろ
う
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
両
条
約
の
間
に
は
両
種
の
差
別
撤
廃
に
か
け
る
国
連
の
意
気
ご
み
の
程
度
の
差
の
反

映
と
も
思
わ
れ
る
実
施
措
置
規
定
の
実
効
性
の
相
違
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
女
子
差
別
撤
廃
の
将
来
に
つ
い
て
の
筆
者
の
危
惧
は
、
こ
う
し
た

実
施
措
置
制
度
の
違
い
だ
け
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
こ
で
、
最
後
に
、
筆
者
が
何
故
こ
の
よ
う
な
危
惧
を
も
つ
の
か
、
そ
の
理
由
を
示
し
て
、
小
稿
の
し
め
く
く
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
し
た
い
。

　
ま
ず
人
種
差
別
に
お
い
て
は
、
比
較
さ
れ
る
い
か
な
る
二
つ
の
人
種
集
団
間
に
も
、
「
本
質
的
」
な
差
は
存
在
し
な
い
。
た
し
か
に
集
団
を

構
成
し
て
い
る
人
間
の
間
に
は
、
た
と
え
ば
A
人
種
集
団
は
一
般
に
背
が
高
い
の
に
対
し
て
B
人
種
集
団
は
低
い
と
か
、
皮
膚
の
色
の
濃
淡
と

か
、
様
々
な
相
違
点
が
指
摘
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
も
の
は
、
「
本
質
的
」
な
違
い
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
女
子
差
別
の
場
合
、
男
子
と
女
子
と
の
間
に
は
、
そ
の
生
殖
機
能
に
お
い
て
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
こ
れ
を
し
も
「
本
質
的
」
な
差
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
る
よ
ろ
に
思
わ
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
男
女
の
間
で
あ
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
人
間
と
し
て
見
た
場
合
、
両
者
の
間
に
、
と
く
に
そ
の
尊
厳
に
お
い
て
は
、
絶
対
に
差
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
体
形
の
大
小
、
筋
肉
の
多
少
、
等
々
と
い
っ
た
点
で
、
男
女
間
に
い
く
ら
か
の
差
が
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
当

一209一



研究ノート

然
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
う
し
た
差
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
男
女
間
の
「
本
質
的
」
な
差
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
と
生
殖
機
能
に
お
け
る
男
女
の
差
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
話
は
違
っ
て
来
る
。
つ
ま
り
、
女
性
だ
け
が
産
む
性
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
た
し
か
に
、
男
性
も
そ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
は
い
え
、
人
間
の
生
殖
に
お
い
て
、
「
産
む
」
の
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

女
性
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
入
間
は
胎
性
動
物
で
あ
る
た
め
、
男
女
の
、
生
殖
作
用
に
お
け
る
こ
の
差
は
、
か
な
り
本
質
的
な
も
の
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
女
性
は
妊
娠
中
、
長
期
に
わ
た
っ
て
活
動
を
制
約
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
出
産
後
も
哺
乳
と
い
う
形
に
お
い
て
、
再
び
時
問
の
拘

束
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
育
児
に
か
か
わ
る
他
の
仕
事
は
男
女
間
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
て
も
、
母
乳
を
与
え
る
と
い
う
作
業
だ
け
は
分
担

不
可
能
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
な
拘
束
は
、
こ
の
よ
う
に
、
植
物
や
他
の
卵
生
動
物
に
比
べ
て
格
段
に
大
き
い
が
、
人
間
の
場
合
は
、
そ
れ
が
さ
ら
に
社
会
制
度

化
さ
れ
て
、
男
女
の
社
会
的
役
割
分
担
と
い
う
固
定
観
念
に
ま
で
発
達
す
る
に
到
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
哺
乳
動
物
で
あ
る
が
た
め
に
女
性
の
仕
事
と
な
っ
た
哺
育
・
育
児
は
、
】
夫
｝
婦
の
婚
姻
制
度
確
立
と
と
も
に
、
男
女
間
の
社

会
的
役
割
分
担
の
基
礎
と
な
り
、
そ
れ
が
女
性
一
般
に
拡
大
さ
れ
て
、
内
の
仕
事
（
家
事
）
は
女
が
担
当
す
る
と
い
う
形
で
定
着
し
た
。
そ
し

て
、
商
品
交
換
経
済
の
成
立
と
発
展
に
つ
れ
て
、
そ
れ
を
担
当
す
る
男
子
と
切
り
離
さ
れ
、
女
子
の
担
当
す
る
家
事
は
次
第
に
そ
の
価
値
を
失

わ
さ
れ
、
そ
れ
と
同
時
に
、
女
子
の
社
会
的
役
割
も
低
め
ら
れ
、
こ
こ
に
、
男
社
会
に
お
け
る
女
性
差
別
の
構
造
が
で
き
あ
が
っ
た
の
で
あ

る
。　

「
女
は
内
（
女
子
は
、
家
事
・
育
児
と
い
っ
た
家
庭
内
の
仕
事
を
担
当
し
、
男
子
（
夫
）
を
助
け
る
。
）
」
そ
し
て
「
男
は
外
（
男
子
は
社
会

に
出
て
働
き
、
収
入
を
得
て
、
妻
と
子
供
を
扶
養
す
る
。
）
」
と
で
も
い
う
べ
き
男
女
の
「
社
会
的
分
業
」
な
い
し
は
「
社
会
的
役
割
分
担
」
に

つ
い
て
、
し
か
し
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
は
、
こ
の
よ
う
な
「
社
会
及
び
家
庭
に
お
け
る
男
女
の
伝
統
的
役
割
り
」
分
担
を
「
変
更
す
る
こ
と

が
、
男
女
の
完
全
な
平
等
の
達
成
に
必
要
」
（
女
子
差
別
撤
廃
条
約
前
文
第
一
三
項
）
で
あ
る
と
、
断
言
し
、
そ
の
第
五
条
で
、

　
「
＠
　
両
性
い
ず
れ
か
の
劣
等
性
若
し
く
は
優
越
性
の
観
念
又
は
男
女
の
定
型
化
さ
れ
た
役
割
に
基
づ
く
偏
見
及
び
慣
習
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
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慣
行
の
撤
廃
を
実
現
す
る
た
め
、
男
女
の
社
会
的
及
び
文
化
的
な
行
動
様
式
を
修
正
す
る
」

目
的
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
締
約
国
に
義
務
づ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
条
約
の
締
約
国
は
、
男
女
の
社
会
的

役
割
分
担
（
性
的
役
割
分
担
と
も
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
固
定
観
念
の
打
破
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
戸
外
で
破

い
て
帰
っ
て
来
た
子
供
の
服
の
つ
く
ろ
い
を
、
母
親
が
当
然
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
な
く
、
父
親
が
し
た
っ
て
ち
っ
と
も
お
か
し
く
な
い

と
い
う
意
識
の
普
及
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
問
題
は
、
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
実
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
右
の
た
と
え
話
を
読
ん
で
仰
天
し
、
不
快
に
感
じ
る
男
子
が
多

い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
充
分
察
せ
ら
れ
る
が
、
女
子
の
中
に
も
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
者
の
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
い
わ
ゆ
る
専
業
主
婦

の
心
情
に
は
、
そ
う
い
っ
た
部
分
が
、
多
少
な
り
と
も
存
す
る
こ
と
と
思
う
。
そ
の
こ
と
は
、
女
性
が
、
子
供
の
服
の
つ
く
ろ
い
は
母
親
が
す

る
の
が
当
然
と
い
う
考
え
の
中
に
、
「
女
性
差
別
」
を
読
み
と
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
女
性
差
別
問
題
の
解
決
の
難
し
さ
は
、
全
く
、
こ
れ
に
尽
き
る
。
今
、
一
度
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
差
別
さ
れ
た
側
で
あ
る
性
（
つ
ま
り
女

性
）
が
、
自
ら
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
「
差
別
さ
れ
て
い
る
」
と
自
覚
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
時
と
し
て
、
女
性
は
、

む
し
ろ
逆
に
、
こ
の
差
別
さ
れ
た
状
況
に
あ
る
自
分
を
「
幸
せ
で
あ
る
」
と
、
心
底
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
も
な
け
れ
ば
、
昭

和
六
〇
年
一
〇
月
、
朝
日
新
聞
社
が
企
画
し
て
、
大
勢
の
参
加
者
を
集
め
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
女
は
世
界
を
ど
う
変
え
る
か
』
（
司
会
．

縫
田
曄
子
、
出
席
者
、
西
川
潤
（
早
大
教
授
）
、
ヘ
マ
・
グ
ー
ナ
テ
ィ
ラ
ケ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
大
学
教
授
）
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ー
ビ
ン
グ
（
米
作
家
）
、

イ
ワ
ン
・
イ
リ
ー
チ
（
米
文
明
批
評
家
）
、
エ
リ
ノ
ア
・
ス
ミ
ー
ル
（
N
O
W
全
米
女
性
機
構
会
長
）
、
ラ
ナ
・
ゴ
ゴ
ベ
リ
ー
ゼ
（
ソ
映
画
監

督
）
、
上
野
千
鶴
子
（
平
安
女
学
院
短
大
助
教
授
）
）
の
会
場
に
お
い
て
、
日
本
が
ど
こ
よ
り
も
性
別
役
割
分
業
の
強
い
社
会
だ
と
の
指
摘
が

あ
っ
た
の
に
対
し
、
あ
る
日
本
婦
人
が
、
発
言
を
求
め
、
子
供
の
面
倒
を
見
た
り
、
夫
の
世
話
を
し
た
り
、
い
わ
ゆ
る
専
業
主
婦
で
い
て
充
分

幸
せ
で
あ
っ
て
、
何
が
悪
い
の
か
と
い
う
反
論
が
出
て
来
る
余
地
な
ど
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
（
昭
和
六
〇
年
一
〇
月
二
六
日
付
朝
日
新
聞
記
事

参
照
）
。
そ
し
て
、
本
心
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
い
る
自
分
を
「
し
あ
わ
せ
」
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
女
性
が
居
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
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う
な
女
性
が
存
在
し
て
い
る
限
り
「
女
子
差
別
」
は
な
く
な
ら
な
い
と
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
、
人
種
差
別
の
場
合
を
考
え
れ
ば
、
ど
こ
の
地
に
、
差
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
喜
ぶ
人
種
集
団
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
？
　
筆
者
の
記
憶
違
い
で
な
け
れ
ば
、
米
作
家
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
有
名
な
小
説
『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』
の
中
で
も
、

「
奴
隷
は
、
白
人
主
人
か
ら
よ
く
面
倒
を
見
て
貰
っ
て
、
そ
れ
な
り
に
十
分
し
あ
わ
せ
な
の
だ
。
」
と
い
う
白
人
側
の
考
え
が
示
唆
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
思
う
が
、
そ
れ
は
奴
隷
を
使
う
側
の
論
理
で
あ
っ
て
、
奴
隷
と
し
て
使
わ
れ
る
側
に
は
容
認
の
余
地
の
な
い
論
理
と
し
か
い
え
な

い
。
も
っ
と
も
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
グ
ー
ナ
テ
ィ
ラ
ケ
女
史
が
、
「
専
業
主
婦
で
幸
せ
」
と
い
う
日
本
の
女
性
に
対
し
て
、
そ
ん
な
も
の
は
「
奴

隷
の
幸
福
だ
」
と
否
定
し
た
時
、
会
場
か
ら
拍
手
が
湧
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
女
子
差
別
撤
廃
に
向
け
て
の
先
行
き
の
見
通
し
も
、
あ

な
が
ち
、
真
暗
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
女
性
と
し
て
の
立
場
か
ら
は
、
少
し
は
明
る
い
見
通
し
も
認
め
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
女
子
差
別
撤
廃
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
女
性
自
身
の
意
識
構
造
の
変
化
が
ま
ず
必
要
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
為
の
徹
底
し
た
社
会
教
育
ー

と
く
に
成
人
女
性
の
ー
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
が
国
で
は
こ
の
面
で
、
ま
だ
ま
だ
立
ち
遅
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
近
、
日
本

で
は
、
専
業
主
婦
の
内
助
の
功
を
評
価
す
る
よ
う
な
税
制
改
革
　
　
い
い
か
え
れ
ば
、
専
業
主
婦
を
ま
す
ま
す
作
ろ
う
と
す
る
よ
う
な
税
制
度

が
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ
な
ど
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
批
准
ー
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
主
旨
に
真
向
か
ら
反
す
る
も
の
と
い
っ
て
い
い
で
あ

ろ
う
。

　
女
子
差
別
撤
廃
条
約
自
体
が
規
定
す
る
実
施
措
置
は
、
既
述
の
よ
う
に
実
効
性
の
乏
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
男
女
の
同
権
を
規
定
す
る
国
際

人
権
規
約
な
ど
に
は
、
よ
り
実
効
的
な
個
人
通
報
制
な
ど
も
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
し
づ
め
、
B
規
約
付
属
選
択
議
定
書
へ
の

署
名
・
批
准
な
ど
を
強
く
求
め
る
運
動
を
起
こ
す
こ
と
な
ど
も
、
わ
が
国
で
は
有
意
義
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
注
②
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琶
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＝
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Φ
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餌
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注
②
小
稿
中
に
引
用
し
た
条
約
あ
る
い
は
宣
言
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
公
定
訳
と
い
わ
れ
る
も
の
を
欠
く
も
の
が
あ
る
　
　
宣
言
は
当
然
、
す
べ
て
そ
う
で

　
　
　
あ
る
し
、
条
約
も
日
本
が
当
事
国
と
な
っ
て
い
な
い
も
の
は
、
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
世
界
人
権
宣
言
の
よ
う
に
、
市
販
の
条
約
集
中
に
、
訳
文
の
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
は
、
そ
れ
に
拠
っ
た
が
、
そ
う
で
な
い
も

　
　
　
の
、
た
と
え
ば
「
婦
人
差
別
撤
廃
宣
言
」
の
よ
う
な
も
の
の
条
文
は
、
筆
者
が
訳
し
た
。
こ
の
時
、
翻
訳
に
用
い
た
原
文
は
国
連
出
版
の
、
、
頃
q
目
き
幻
歯
窪
曾

　
　
　
》
O
O
日
営
蛋
一
8
鉱
冒
9
旨
蝕
自
巴
ぼ
旨
ロ
目
2
冨
．
、
ω
↓
＼
国
力
＼
一
＼
園
Φ
＜
』
這
。
。
ω
に
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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他
の
条
約
集
の
中
で
、
す
で
に
日
本
語
の
仮
訳
の
あ
る
も
の
は
、
専
ら
そ
ち
ら
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
特
に
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
の
条
文
は
、

ナ
タ
ン
・
レ
ル
ナ
ー
著
　
斉
藤
恵
彦
・
村
上
正
直
共
訳
の
『
人
種
差
別
撤
廃
条
約
』
　
世
界
人
権
宣
言
3
5
周
年
中
央
実
行
委
員
会
発
行
　
解
放
出
版
社
一

九
八
三
年
版
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
拠
ら
せ
て
頂
い
た
。

　
そ
の
他
の
条
約
の
多
く
は
、
芹
田
健
太
郎
編
　
『
国
際
人
権
条
約
・
資
料
集
』
　
有
信
堂
　
一
九
七
九
年
版
に
採
録
さ
れ
た
も
の
に
依
拠
し
て
い
る
。
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